
三

法
第
十
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き
十
九
万
五
千
円
（
電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
九
万
四
千
円
）

四

法
第
十
二
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
者

次
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
金
額

イ

貯
留
事
業
を
行
う
者

許
可
一
件
に
つ
き
二
十

八
万
九
千
四
百
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
二
十
八
万
八
千
五
百
円
）

ロ

試
掘
を
行
う
者

許
可
一
件
に
つ
き
二
十
三
万

四
千
九
百
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
二
十
三
万
四
千
円
）

五

法
第
十
四
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
者

次
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
金
額

イ

法
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
許
可

貯
留
区
域
の
増
減
を
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き

十
九
万
三
千
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合
に

あ
っ
て
は
、
十
九
万
二
千
百
円
）

ロ

法
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
許
可

試
掘
区
域
の
増
減
を
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き

十
三
万
八
千
五
百
円
（
電
子
申
請
等
に
よ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
十
三
万
七
千
六
百
円
）

六

法
第
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き
十
万
八
千
八
百
円
（
電
子
申
請
等

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
万
八
千
三
百
円
）

七

法
第
二
十
二
条
第
三
項
、
同
条
第
五
項
（
法
第

五
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）又
は
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
認
可
を
申
請

す
る
者

認
可
一
件
に
つ
き
九
万
八
千
七
百
円
（
電
子
申
請
等

に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
九
万
八
千
三
百
円
）

八

法
第
五
十
三
条
第
四
項
（
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
確
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

確
認
一
件
に
つ
き
十
五
万
八
千
八
百
円
（
電
子
申
請

等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、十
五
万
八
千
三
百
円
）

九

法
第
五
十
三
条
第
五
項
（
法
第
二
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

含
む
。）の
許
可
を
申
請
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き
十
三
万
九
千
円
（
電
子
申
請
等
に

よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
三
万
八
千
六
百
円
）

十

法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
許
可
を
申
請
す
る
者

許
可
一
件
に
つ
き
二
十
二
万
六
千
二
百
円
（
電
子
申

請
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
二
十
二
万
四
千
三

百
円
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

第
四
条
を
第
八
条
と
し
、
第
三
条
を
第
七
条
と
し
、
第
二
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
貯
蔵
す
る
二
酸
化
炭
素
の
基
準
）

第
三
条

法
第
三
十
八
条
第
二
項
第
五
号
イ
（
法
第
三
十
九
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
政
令

で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

貯
蔵
す
る
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
二
酸
化
炭
素
に
お
け
る
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
が
、
体
積
百
分
率
九

十
九
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
貯
蔵
す
る
二
酸
化
炭
素
以
外
の
物
質
が
海
洋
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
物
質
と

し
て
主
務
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
体
積
百
分

率
以
上
）
で
あ
る
こ
と
。

二

貯
蔵
す
る
二
酸
化
炭
素
以
外
の
も
の
と
し
て
海
洋
汚
染
等
及
び
海
上
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
第
十
八
条
の
七
に
規
定
す
る
油
等
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。

２

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
た
め
に
行
う
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
の
測
定
の
方

法
は
、
主
務
省
令
で
定
め
る
。

（
拠
出
金
の
延
納
等
）

第
四
条

独
立
行
政
法
人
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
（
次
項
に
お
い
て
「
機
構
」
と
い
う
。）は
、
災
害
そ

の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
貯
留
開
始
貯
留
事
業

者
の
申
請
に
基
づ
き
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
者
の
納
付
す
べ
き
拠
出
金
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
拠
出
金
を

い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
延
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

機
構
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
延
納
を
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
経
済
産
業
大
臣
に
報
告
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
延
納
を
認
め
た
拠
出
金
に
つ
い
て
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第

四
十
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
は
、
法
第
四
十
六
条
第
一
項
中
「
各
年
度
の
三
月
一
日
（
そ
の
年
度
に
貯

留
層
へ
の
二
酸
化
炭
素
の
注
入
を
新
た
に
開
始
し
た
許
可
貯
留
区
域
に
係
る
拠
出
金
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
注
入
を

新
た
に
開
始
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
三
月
一
日
）」と
あ
る
の
は
「
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す

る
法
律
施
行
令
（
令
和
六
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
の
期
限
（
以
下
「
延
納
期
限
」と
い
う
。）」

と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
納
期
限
」
と
あ
る
の
は
「
延
納
期
限
」
と
、
法
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第

一
項
の
納
期
限
」
と
あ
る
の
は
「
延
納
期
限
」
と
、
同
条
第
五
項
中
「
納
期
限
」
と
あ
る
の
は
「
延
納
期
限
」
と

す
る
。

（
経
済
産
業
省
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
拠
出
金
の
納
付
方
法
の
細
目
そ
の
他
拠
出
金
の
納
付
に
関
し
て
必
要
な

事
項
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
。

（
登
録
導
管
輸
送
工
作
物
検
査
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
六
条

法
第
九
十
五
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

（
二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
掘
権
の
登
録
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改

正
）

第
二
条

二
酸
化
炭
素
の
貯
留
事
業
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
掘
権
の
登
録
に
関
す
る
政
令
（
令

和
六
年
政
令
第
三
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

貯
留
権
等
の
登
録
に
関
す
る
政
令

目
次
中
「
試
掘
権
登
録
簿
」
を
「
貯
留
権
等
登
録
簿
」
に
、「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
六
条
」に
、「
試
掘
権
に
」

を
「
貯
留
権
等
に
」
に
、「
第
三
十
五
条

第
三
十
八
条
」
を
「
第
三
十
七
条

第
四
十
三
条
」
に
、「
第
三
節

信

託
に
関
す
る
登
録
（
第
三
十
九
条

第
四
十
七
条
）」を
「
第
三
節

抵
当
権
に
関
す
る
登
録
（
第
四
十
四
条

第
五

第
四
節

信
託
に
関
す
る
登
録
（
第
五
十
二
条

第
六
十

十
一
条
）

条
）

」に
、「
第
四
節
」
を
「
第
五
節
」
に
、「
第
四
十
八
条

第
五
十
三
条
」
を
「
第
六
十
一
条

第
六
十
六
条
」

に
、「
第
五
節
」
を
「
第
六
節
」
に
、「
第
五
十
四
条
」
を
「
第
六
十
七
条

第
六
十
九
条
」
に
、「
第
五
十
五
条
・
第
五

十
六
条
」
を
「
第
七
十
条
・
第
七
十
一
条
」
に
、「
第
五
十
七
条
・
第
五
十
八
条
」
を「
第
七
十
二
条
・
第
七
十
三
条
」

に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
。
）の
登
録
（
試
掘
権
（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
試
掘
権
を
い
う
」
を
削
り
、「
に
係
る
も
の

に
限
る
。）」
を
「
及
び
貯
留
権
を
目
的
と
す
る
抵
当
権
（
以
下
単
に
「
抵
当
権
」
と
い
う
。）の
登
録
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
試
掘
権
の
」
を
「
貯
留
権
及
び
抵
当
権
の
」
に
、「
、
一
の
」
を
「
は
一
の
貯
留
権
ご
と
に
、

試
掘
権
の
登
録
に
つ
い
て
は
一
の
」
に
改
め
、「
ご
と
に
」
の
下
に
「
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
中
第
七
号
を
第

八
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
三
号
中
「
試
掘
権
」
を「
登
録
対
象
権
利
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

登
録
対
象
権
利

貯
留
権
若
し
く
は
抵
当
権
又
は
試
掘
権
を
い
う
。

第
四
条
第
一
項
中
「
試
掘
権
」
を
「
貯
留
権
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
更
正
す
る
も
の
」
の
下
に「（
抵
当

権
に
あ
っ
て
は
、
当
該
抵
当
権
を
移
転
し
、
又
は
当
該
抵
当
権
を
目
的
と
す
る
権
利
の
設
定
等
（
設
定
、
移
転
、
変

更
、
消
滅
又
は
処
分
の
制
限
を
い
う
。
第
六
十
一
条
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
も
の
）」を
加
え
、「
第
二
十
八

条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
る
。
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